


















































わたる変動の監視が必要であります.IHD (International Hydrological Decade）や WWW
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37. 9.27 石崎教授 南風工学上の研究調査ならびに殻構造に関する国際会議出席のた
め，米国および連合王霞に出張する（昭和37年11月17日まで〉．
37 .10. 1 三雲助教授 地震発震機構の研究ならびに微小地震の活動度調査のため米国
に出張する（昭和39年9月27司まで〉．















子zア、ー， i海岸災害訪止Jを J ~7' 」，







































39. 6. 11 芦田助教授 水理学および河川訪災科学に関する研究調査ならびに流体力学
に関する夏期セミナーに出席のため，米国，カナダに出張する（昭和39年7
月28自まで〉．
39. 8.12 槌口助教授地球物理学の研究 ため，ネノミーノレ，インドに出張する
（昭和39年12月四日まで〉．
39. 9.27 柴田助教授 土質力学と基礎工学の研究のため，ノーノレウェに出張する（昭
和40年12月12Bまで〉．
39.12. 5 











40. 6.20 光田助教授 超音波風速計技術の開発とその接地気罵研究に対する
する研究のため，米閣に出張する（昭和40年7月17日まで〉．
40. 8.17 若林教授 構造物の塑性設計に関する研究調査ならび
に関する夏季会議出席のため米閣に出張する（昭和40年9月16日まで〉．






41. 4. 1 文部省、令第22号，第24号により，災害気候研究部門ならびに潮1甲風力実験所
および白浜海象観測所が設置される．
3. 組織の り
41. 7. 5 山口教授火山性地すべり のため，タイ，インドネシア，フイリ
ピンに出張する〈昭和41年 7月28自まで〉．























(1) (3) C 1 )J 
(i）協 員
教 4崩 速水顕一郎， 矢野勝正




教 flB 橋 速水頚 長~＇ 矢野勝正




助 高田理 立昭 渡辺清治
山 口真
主 山田
会計主任 J 1勝 太郎
松島 牧 彦























































































3. 組 識 の λ予A乙J、 選 7 
(i）協 員
村山朔郎， 矢野勝正， 沼崎滋
垣雄 石原 雄， JI I 治
山 口 角屋 出節夫
林 高田理 田和男
兆方， 井良一郎， 中島 i湯 部




村山朔部， 矢野勝正， 石 i時滋雄
埴 石東 堆， JI I tiムロ
山 日 角 監 奥田 夫
林 高田理夫， 出和男
長住 井良 郎， 中島暢太郎
高原 次郎， 槻 橋 ニ1｝ムヌ. 山田彦
情 戸時
助 口 明生， 土産 人
J 1 島 通 保， 福 昭
豊国永次， 雄， 中 JII 次
光 田 IιEニヨzJ 野田 明
田 中 f造是正
井 上 正一郎， 八木期男
助教授〈辞任〉 間 岡野 助， 品 ，馬
和田 彦， 中 JII 郎， 柴 自
j局 不折
研 当 小沢泉夫， 佐 朗， 山元 長日
多 潔， 久 小堀
f引 尚 赤井 爵可 明
産次郎， 木 大向 之
立昭平， J 1 村純 腰 j関 良E
谷 口 準谷正
，島 語武照 湊元光
ゴヒ 野 康， 瀬信忠
8 第1章 総 説
助 手 柿沼忠 西 勝 士L 井上 夫
田中祐一朗， 奥西一夫， 江頭 夫
西 潔， 荘 /I蹟 iム口， ノ＼ 1丁－・ 一
中村重久， 北村俊吉， 後 典俊
尾池和夫， 沢 保， 谷 雄
金成誠 軽部大 松井千秋
鈴 木 有， 芳く 進， 橋爪道郎
檎 保， 国 部， 竹内篤
竹本｛彦三， 見野和夫， 奥村武
民 正， 道上正規， 谷 彦
花房龍 日下部 後回了
田中正昭
助手（併任〉 加茂 介， 田 中 菊池茂智





事務官 村治雄， 田 男
小谷明子， 渋谷正明， 網村 士夫
f以内汎子， ：タニノ7 英雄， 大内 忠
技 r民ムヲ 亡口と 西 正 男， 小林




務員 村 紘 高田和代， 河内 J引ムp 
苦5 征， 嶋 祐， 織田新一郎
上田弥 和田安男， 平野 雄
楠 杉村 子， h喜 田 歪
米村陽太郎， 尾崎 秀
技術員 中 JI I 修， 角 野 稔， 横山
清 水 保， 芹津重厚， 杉致和光
技能員 小泉信二， 北 JII 男， 羽野淳介
3. 組 織 の 変 遷 9 
松尾成光， 小泉 泉 誠
山 回 勝， 辻 1J" 永田敏治
露国忠惟， 手話 正 山根 二J乙
西文 Jノ＼－ 畑 野 村
用 員 ア ツ， 狩野俊 近 君子
見習員 中 村 中山澄
(2) よ
( i ）土地の変





























































泉町 I 13.17! 
測室兵庫県i ! I 8. 9! 氷上町 I l 
本所岐阜民 ； ’12, 656.19! 上宝村本郷 I ! 
殻変動観測所 i 












変動観測所赤谷地殻変動観測所 22. 9! 
臼県新発田市東； （ 































































































































人 件 費 2,394 24,625 35,887 48,375 59,515 I 75,009 
物 性 費 3,152 51,087 70,191 73,317 122, 848 I 168, 493 
悼在五ん 繕 費 93 15,945 14,973 13,510 14,555 i 14,400 
科学研究費交付金 。 5,820 10,980 24,730 I 13,250 i 23,691 



























諒 26.4.21～28. 5. 1 
3. 遷 15 
速水 長F 28. 5. 1～30. 6.16 
矢 野 勝 正 30. 6.16～32. 5. 1 
速水頚一郎 30. 8.26～30. 9.27 
西 村 英 32. 5. 1～34. 4.30 
矢 釘P 勝 正 33. 7.16～33. 9. 3 〈事務代理〉
務2 34. 5. 1～36. 3.31 
西 村 34.11.30～35. 1. 11 
佐 々 36. 4. 1～38. 3.31 
石掠藤次部 38. 4. 1～40. 3.31 
4態 橋 －ロ2トfi 38. 8.31～38. 9.30 
速水頚 長F 40. 4. 1～41. 3. 31 
石原藤次部 41. 4. 1～ 
(ii) 職 員
昭和36年8月1日以前のことは，訪災研究所十年史に述べられているので，その間 ま






















































36. 12. 1併任助教援， 39.4.1 









一；併任助教援（工学部） 131. 6.1助教援（工学部より配置換）， 35.4.1教授弁任
一；併託助教授〈工学部） !36.4.1助教授（工学部より配置換）， 37.4.1教援昇在，




13. 3.16教務員採用， 34.5.1技官に征官， 39.4.1助（採用〉 ； ！手弁託





137. 3. 31辞職〈大阪市立大学）， 37.7.1非常勤講師
；（大阪市立大助教授〉
明 Ji1・1作業員採用 36.1.1開 38.1.1技官に
（理学部〉；
13. 4.1助教授〈理学部より弁任配置換）， 39.1.1理〈理学部〉 i学部へ配置換， 40.4.1教援昇任〈理学部よち〉
（理学部〉 134.12.16併任講師（理学部）， 35.3.31併任解除
より自己）i37.2.l教授昇任



























































































3. 1l安藤直次郎；非常勤講師（採用〉 i 
4. 1I南井良一郎：助教授（謀部より配）＼41.4.1教授昇任
ググ［山元竜三郎l併任助教援〈理学部）140. 7.1 究担当（理学部教授〉
ググ；狐 1崎 長浪！助手（採用〉 i36. 7.1理学部へ配置換， 38.10.16併任助手〈理学部〉
ググj米村正己；助手〈採用〉 140. 2. 29辞職












































































〈採用〉 i37. 9. 30辞職
より配置）：
より配＼137.6.18改姓（狐u母）， 37.10.1事務官任官， 41.1.31 
/ I辞職






























昭 j助教授（り昇任 ）； 
国永次；助教授〈間 （ 
正喜：技能員（採用〉 ； 








































〈工学部） jfl4. l助教援団部より配置換）， 39.12.1教援弁
（採用〉 138. 3. 31辞職
（採用〉 139. 4. 30辞職
〈採用〉
1 組 織 の 変 遷 21 
氏 名 項 そ の 後 の 移 動
39. 4. 1藤 井
ググiや成誠
ググ［中 J 1 博
ググ；竹内篤 4.1助手昇任
グどクj横山康一





ググ亨野照 〈採用〉 ¥40. 9.1技官に任官





8.16！竹 平 （採用〉 141.8.31辞職
8. 31狩野俊





ググj高 橋 保 （採用〉
,7 ，ク＼冨 回 郎 〈採用〉
ググi胡i倉明通 〈採用〉 ;41. 3. 31辞職
ググド高 汚く j助手（採用〉
グ 4クj竹本修





















ググ；角野 稔 j技術員（採用〉 i 
グクj湊元豪己！教務員〈採用〉 I 
ググ｜大内 患；事務官（採用〉 ！ 
ググi近藤君子 i用務員叩 I 
4クグi堀江正治
予康






































4. 諸 規 定 23 
名 事 項 そ の 他 の 移 動



























































































題に関して， S耳波を用い SH波の およびボーリング坑
26 第2章組織および研究活動





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12. 地形土じよう 41 
わが霞における地形構成の護雑さは，土壌分布の多岐誌と栢まって，さまざまな形態の自然
災害の潜在的超困となっているから，従来の記述的・地理的な地形学の観点と異なり，































































































































































































































































































































































































2. 引ノ平地 計室 j // 引ノ平 SH－立型電磁式地震計3成分．電磁式徴気圧計．
3. 北岳観測室 // 斗レi千 SH一立型電磁式地震計1成分． 水平振子型額斜
4. 小池地震計室； // 小泊 SH-II型電磁式地震計1成分．
1-1－ム -f'-1ゐ普段壬ム円亡作I一、
5. 袴腰観 tuU 室 // 





10. 昭和溶岩地震計s窓 鹿児島市東桜島黒神町 : PK-llOV電磁式地震計1成分． （建設中〉
11. 権現山地震計室 ／ PK-llOV電磁式地震計1成分． （建設中〉















観観測所測およ室び 所 在 地 観 誤1 器 械
鳥取微小地 観測所：鳥取市円誰寺公園墓地内｜ 1成分
3成分
船 間観誤日 ：鳥取県八頭郡紐lliJmJ ； 高感度電子式地震計 1成分
三日月 ／ （兵輔佐用郡三日月町 問 上 3成分
氷上 // 兵庫県氷上郡氷上町 開 上 1成分
大屋 ／ 兵賭県養父郡大屋町 同 上 3成分
泉 ／ 兵庫県加西郡泉町 同 上 1成分





妙見観測室 大阪府豊能郡能勢町 トランジスタ 1成分
(2. 
八木 ／ 京都府船井郡八木町 間 上
京北 // 京都府北桑田郡京北町 間 上
上賀茂 // 京理測学所都市部内北附属区上上賀賀茂茂本地学山町観， 
向 上

















































38 必 J140 臼 I 16 I 230 
豆長岡静岡県田方郡伊草長岡I35 02 138 56 I 50 I 25 
37 48 1139 29 I 385 I 125 
36 21 /137 19 I 483 I 400 
35 05 i135 48 I 280 I 30 
賀 j_ -i苗地町京都，学市理観北学測部所区上附内賀属茂上賀本山茂13' 04 1130 40 I 190 I 10 
35 481135 49 I 90 ! 35 
10 
34 13 136引 3:)0i 80 
li紀 33 52 135 53 90 I 60 
33 27 1135 46 10 i 5 
131曲 10 30 
141大 浦；和歌山市商浜大浦町 I 34 11 1135 10 I 50 I 10 
1屯鶴 34…5 40 I 150 I 30 
1生 野：兵庫県朝来郡生野町 I35 10 1134 50 i 365 I 180 
20. 白浜海象観測所 53 
日 33 57 071 
?
?









































































として， Bulletin of the Disaster Prevention Re-
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No. 3 Observation of Tidal Strain of the Earth (Part I), by Kenzo Sassa, Izuo Ozawa 
and Soji Yoshikawa. And Observations of Tidal Strain of the Earth by the Extensomか
ter (Part I), by Izuo Ozawa, 1952. 
Volume 3 (1953-54) 
No. 4 Earthquake Damages and Elastic Properties of the Ground, by Ryo Tanabashi 
and Hatsuo Ishizaki, 1953. 
No. 5 Some Studies on Beach Erosions, by Shoitiro Hayami, Tojiro Ishihara and Yuichi 
Iwagaki, 1953. 
No. 6 Study on So:n= Phenomena Foretelling the Occurrence of Destructive Earthquakes, 
by Eiichi Nishimura, 1953. 
No. 7 Vibration Problems of Skyscraper. Destructive Elements of Seismic Waves for 
Structures, by Ryo Tanabashi, Takuji Kobori and Kiyoshi Kaneta, 1954. 
Volume 4 (1954-55) 
No. 8 Studies on the Failure and the Settlement of Foundations, by Sakuro Murayama, 
1954. 
Volume 5 (1955-56) 
No. 9 Experimental Studies on Meteorological Tsunamis Traveling up the Rivers and 
Canals in Osaka City, by ShoitirδHayami, Katsumasa Yano, Shohei Adachi and Hideaki 
Kunishi. 1955. 
No. 10 Fundamental Studies on the Runoff Analysis by Characteristics, by Yuichi Iwa-
gaki, 1955. 
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1956. 
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and Kunio Yamagata, 1956. 
56 
Volume 6 (1956-57) 
No. 15 Study on Elastic Strain of the Ground in Earth Tides, by Izuo Ozawa, 19:57. 
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四国地盤変動調査 i町内査会 ！；会工地震による地下探； 2比
地盤調査用計器試作 I 109, s101徳島県 Ii宜









































































































































45, oo！尼崎市役所 i ：！川崎重工擁壁土庄試験： 84,700 




































320, ooo！京都府 ； 
100, 0001 グ


















堺泊地の静穏化に関す i I 





















































































泉北港波浪遮蔽実験 i3, ooo, 0001大阪時




































今津坂野海岸調査 I 1so, ooo！諮島県
貯水池の堆砂に関する i
基礎的研究 I 470, ooo！関西電力日
よび汐；
































































































































































































































(4) 公印の管守に関する事項． 第 1条 本協会に業務運営委員会〈以下 f委員会J
(5) 協会事業記録に関する事項． という。〉．をおく．
(6) 外部との連絡ならびに交渉に関する事項． 第 2条委員会は，本協会の事業の運営に｜芳し必要
(7）公文書類を譲受し，発送し，および整理保 な下記の事項を審議し，その円滑な運行を揺する
存に関する事境． ものとする
(8) 役員の推せんに関する事項． (1) 
(9) 研究員および職員の委嘱および職員の委嘱 (2) 調査および新究の受託の審査に関する
および任免に関する事項． 項．
(10) 給与に関する事項． 〈む その他事業の濯なに却して主要な事項．
(11〕職員の就業民規則ならびに執務に関する事 第3条委員会は，
項． する．
(12) 職員の福祉厚生に関する事項． (1) 専務理事：，庶務理事および会計理事．
(13). 研究員および職員の出張に関する事項． (2) 理事のうち前号に定める理事を除いたもの
(14）調査および研究の受託の審査に関する事 のうち若干名，
項， (3) 研究員のうち若干名．
(15) その他庶務に関する事項． 2. 前項第2号および第3号の委員は，理事長が委
第4条会計理事は，次の事務を処理する． 嘱する．


















































































































月 日付 第 号より委託のありました
調査，研究については下記により受託を承諾いたし
ます．
言己
2. 研究担当者
3. 委託費額；￥
京都大学防災訴究所15周年小史
昭和41年 10月25日印話I]
昭和41年 10月31日発行
大学防災研究
時期j者 山代多三郎
r:p 諸IJ 所山代印刷抹式
京都市上京広守之内小Jli混入
